
仕様（案） 

 

１．件名 

令和６年度林業関係者等によるシカ被害対策伴走支援実施事業 

 

２．目的 

  シカによる森林被害は森林所有者等へ防除費用の支出を増加させ、また、被

害木の木材価値の低下を招くなど林業の収益性を悪化させ、森林所有者等の

経営意欲を低下させ、ひいては林業の持続性に影響を与えかねない状況とな

っています。 

  農林水産省と環境省で共同してシカの生息数を令和 10 年までに平成 23 年

と比較して半減させる「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」を行っていますが、新た

な担い手が必要となっています。 

  これらの問題を背景に、林業関係者等が自ら被害防除を目的としたシカ捕

獲(※1)に参画(※2)することを推進していますが、先行事例において、林業事業

体等の職員個人の意思やノウハウに活動が左右される傾向があること、林業

事業体等の経営層や現場職員が捕獲に参画する意識は持ちつつも組織的な体

制構築や事業運営についてのノウハウがなく参画への障壁となっているとい

う課題が見受けられます。 

  このため、第三者による支援を通じて、林業関係者等がシカ捕獲に参画し、

自ら被害防除を行うように誘導する取組をモデル的に行います。 

 （※1）被害防除を目的とした捕獲であり、個人として行う狩猟を推進するものではありません。 

  (※2) 捕獲への参画は必ずしも捕獲を実施することではなく、一部の工程を担うことも含みます。 

 

３．事業実施方法 

支援を受ける林業関係者等とは森林組合及び林業事業体等で組織的な事業

活動を行っている者とします（以下、「被支援者」という。）。 

本事業の受託者（以下、「支援者」という。）は、事業の立ち上げから自走ま

で段階に応じた活動の支援を被支援者との対話を重ねながら実施するように

します。 

事業は組織の総意として捕獲に参画すること、法令、その他規定等を遵守し、

合理的かつ安全な方法で活動が行われるように誘導することを必須とします。 

支援内容は森林被害防除のためのシカ有害捕獲を想定し、被害調査から捕

獲・処理に至る一連の工程を自ら実施できるようになることを目標とします。  

なお、捕獲・処理については、主体性を維持しつつ一部の工程を地域の捕獲

者と連携して行う等、全ての工程を実施する必要はありません。被支援者が継



続して実施できる事業の仕組みを構築するよう誘導します。 

支援者が単独又は複数(※3)の被支援者に対し、支援する具体例を、以下に掲

げます。 

  (※3)できる限り一定地域内に存在する複数の林業事業体等に同時に支援を実施するなど、事業効率化に努めてく

ださい。 

（１）初期支援 

組織としての課題設定と情報の共有と浸透を重視します。 

また、活動の仕組みを構築して関係する事業の実施体制を整えます。 

   以下に支援の例示をします。 

（ア）問題意識の共有を通じて、活動目標と方針を決定するため、防除対象森

林及び周辺の被害情報やシカ生息に関する情報を見える化し被支援者に

提示し、自らの組織で行う意義を確認できるよう誘導する。 

（イ）防除対象森林の区域及びその周辺における市町村の被害防止計画の  

作成状況、被害防止実施隊・有害捕獲隊の活動状況を把握し、被支援者が

実施する活動形態（事業内容）の決定を支援する。 

（ウ）被支援者が計画的に防除を進められるよう、事業実施に必要な関連す 

る業務フローの作成等の支援をする。 

（エ）事業統括者、現場主任者を選任する補助を行う。 

この初期支援の段階においては、経営層、事務方、現場の認識を合わせる

ための各層の主要人物と面談をしてシカ捕獲活動の実施に無理がないか、事

業への従事の意思について確認しておく。また、狩猟免許所持者の有無を含

め、事業として自組織でできること、他の捕獲者と連携しなければならない

ことを整理しておくことがポイントになると考えられます。 

なお、狩猟免許取得と銃砲所持許可については本事業の対象としません 

ので、必要がある場合は他の補助事業を利用するように誘導してください。 

（２）事業準備支援 

事業実施に必要な資材、標準作業等を準備するとともに安全衛生教育・資

材の操作方法等の研修を実施します。 

準備にあたっては被害調査や巡視の報告様式、作業日報等の準備につい 

ても実施するようにします。 

わなの設置等を実施する場合、作業者は初心者として、標準作業を参照 

しつつ、資材を適切に設置、操作できる技能レベルを目指します。        

（３）事業運営補助 

シカ捕獲を含む技術的支援のほかに、資材のメンテナンス状況やわな設 

置の際の標識の設置など、適正な作業が行われているかチェックします。 

また、事業計画と実作業との乖離の状況等を作業日報等から見いだし、改



善点を提案して事業運営の合理化、レベル向上を支援します。 

捕獲等を行う場合の作業者は、標準作業が身につき、作業書を参照しなく

ても資材を適切に設置・操作できるレベルであり、目の前の現場の状況に適

合した工夫を入れられるようになる技能レベルを目指します。 

   また、事業計画についても被支援者が自ら立てられるようにします。 

（４）自走支援 

事業が計画に従って行われているか、資材管理や危険作業がないか改善が

行われているか定期的にチェックし、活動が更に高度化されるようにアドバ

イスをします。 

捕獲等を行う場合の作業者は、熟練化し作業はパターン化されたものとな

っていると想定されます。熟練者のノウハウを広げるため、状況に応じて標

準作業書の改訂を行う等、更なる業務の効率化が図られるように支援します。 

 

４．期待する成果 

林業関係者等がシカ捕獲に組織的に参画する取組とその支援に関する活動

は経験が蓄積された状況ではないことから、特に被支援者と支援者からの視点

における効果・ノウハウの抽出が行われ普及可能な状態で取りまとめられるこ

とを期待します。 

（１）被支援者に対する支援の効果 

 支援の効果を把握するため、支援を行っている際の気づきや留意点を抽出 

し、分類してまとめられること。 

   特に事業化決定においてポイントとなった事項を経営層から現場まで階

層毎に整理し、他の伴走支援にフィードバックできるようにすること。 

（２）支援者が伴走するにあたっての手法 

   支援するにあたって気づきや留意点を抽出し、分類してまとめられるこ

と。他の支援者が参考にできるようにまとめられること。 

（３）成果の共有 

とりまとめられた成果については、事業実施を行った都道府県及び市町村

等の担当者に向けて報告会を実施する等、情報共有されることが望ましい。 

（４）その他 

本事業で作成された標準作業書等は他の伴走支援を行う際のサンプルと

して活用できるように作成されること。また、技術改善等を容易に反映でき

るよう改訂可能な方式で保存されることが望ましい。 

 例えばパワーポイントやエクセル等の汎用的なソフトで作成・保存してお 

く、標準作業書等は動画を用いわかりやすくするとともに、タブレット端末 

に保存可能で森林の現場にて参照できるようにしておくこと等が望ましい。 


